
牧

牛

ド

つ

い

て

二

)

,

牧

牛

に

つ

い

て

柴

野

恭

堂

(

繭
)

「
知

る
」

と

い

ふ
こ
と

は
主
客

の
封

立

の
上

に
成

立
す

る
の
で
あ

る

が
、

そ

の
限

り

に
於

て
は

勢

象

の

ω
○
ω鉱
戸

に

つ

い
て
、

相
互

の
差

別
相

を
認
識

す

る

に
止
ま

る
の

で
あ

る
。

U
謝
鉱
§

が
現

存
在

と
し

て
把
握

せ
ら
れ

る
場

合

は

　

　

　

そ
の

類
搾
ざ
夷

の

「
必
然
的
事
態
」
を
知

る
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
其
庭
で
は
も
は
や
軍

に

「
知

る
」

と
い
ふ
こ
と
を
超
え

て

「
成
る
」
と
い
ふ
様
態

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
成
る
」
と

い
ふ
こ
と
が

「
知

る
」
こ
と
の

必
然
的

の
登
展
と
し
て
認

め
ら
れ
る
爲

に
は
、
知

る
も
の
と
知
ら
れ
る
も

の
と

の
封
立
が
そ
め

根
源

に
於
て

一
致

せ

し
め
ら
れ
た
立
場
か
ら
生
産
せ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
、
行
爲
的
圭
膿
性

に

よ

つ

て
始
め
て

理
解

せ
ら
る
べ
き
㌘
あ

る
。
か
く
し
て
、
知
る
こ
と
は
行
ふ
こ
と

、
な
り
、
自
畳
的
存
在
の

「
在
り
方
」
と
し
て
現
存
在
が
規
定

せ
ら
れ
る

の
で
あ

る
。
實

に
現
實
的
な
も
の
は

ω
畠
①ぎ

と

9

。・。
一昌
と
の
統

一
で
あ
り
、
特
殊
の
個
性

の
要
求
ま
た
は
評
債

よ

り
し
て
、
そ
の
理
念
を
内
容
的
に
ま
た
濁
創
的

に
形
成
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

現
實
的
な
も
の
～
領
域
及
び
根
墓
を
極

め
る
と

こ
ろ
に
、
先
づ
宗
教
的
と
稽

せ
ら
る
べ
き
意
味
が
存
す
る
で
あ
ら

12



う

。

而

し

て
存

在
が

債
値

的

存
在

と
し

て
直

接

的

に
、

最
高

な

る
も

の
と
し

て
確

信

せ
ら

れ

t
る
力

を
以

て
表
象

せ

ら

れ

る
な

ら

ば
、

更

に

一
騒

具
膿

的

な

る
事
實

と
な

る
で
あ
ら

う
。

ニ
コ
ラ
ウ

ス

9
ク
ザ

ー

ヌ
ス
は

宇
宙

の
統

一
が

可

能

性

と

現
實

性

(
質
o
写

窪
α
一σq
o
じd
oω。園影
津
鵠
ゴ
①
ε

及

び

そ

の
關

係

(
<
虫
,ぼ
&

琶
σq
)
な

る

三
位

一
禮

叢
よ

つ
て
成

立

す

る

こ
と
を

説

き
、
存

在

の

一
般
的
榛

態

と
し

て
四
種

の
存

在

の
仕

方
を
述

べ
て
居

る
。
虚即
ち

(註

一
)

θ

絶

封

必
然
性

ー
騨

-

形
相

の
形
相
-

事
物

の
意

味
ま

た

は
本
質

◎

必
然

的
特

性
-
事

物

の
眞

の
形
相
-

精

紳

に
於

け

る
自

然

的
秩
序

及

び
匿

別

、

◎

規

定

せ
ら
れ

た
可

能
性
-

現

實
的

に

「
此

の
も

の
」

「
あ

の
も

の
」

と

し

て
存

在

す

る
、

⑳

純

粋
可
能

性
-

事

物

の

ω
鉱
鼻

α
書
窪

、

巳

こ

の
内

の
後

の

三
者

は
宇

宙

に
於
け

る
有

ゆ

る
存
在

の
根

接

で
あ

り
、

何
物

も

之
れ
な

く
し

て
は
存

立

し
得
な

い
の

で

あ

る
。

ク
ザ

ー

ヌ
ス
の
思

想
が
後

代

の

ラ
イ

プ

ニ
ッ

ツ
の
思
想

と
極

め

て
よ

く
近
似

し

て
居

り

、

現
實

的

具
膿

的

に
實

在
す

る
も

の
は
唯
だ

個
物

で
あ

る
と
見
微

し
て
居

る

こ
と
は

シ
ュ
ミ

ツ
ド
が

圭
張

す

る
通

り

で

あ

る
。
今

こ

～

で
彼

の
哲

學

に

つ

い
て
深
く

追
求

す

る
絵
裕

を
持

た
な

い
が

、

彼
が
認
識

の
根
底

に
信

仰
を
認

め
、

信

す

る
こ
と
が

知

る
こ
と

の
始

原

で
あ
り

。

「
無
知

の
知
」

に
よ

つ
て

の
み
最

高

の
眞

理

に
到

達
し

得

る
と
爲

し
た

る

こ
と
は

、
吾

人

に
取

つ
て
非
常

に
敏

ふ
る
所

が
あ

る
と

思

ふ
。

(註
二
)

,

要

す

る
に
、

知

の
究

極

に
於

て

之
れ
を

超

え
、
し

か
も

之

れ
を
内

に
含

む
と

こ
ろ

の
信

が
確

立

す

る
こ
と

に
よ

つ

牧

牛

に

つ

い

て

`

(二
)
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牧

牛

に
つ

い
て

(
三
)

て
、
す

べ
て
の
現
存
在
が
そ
の
眞
實
の
根
擦
を
獲
得
す

る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
信
は
特
殊
が

そ
れ
を
超
越

せ
る
普
遍
者
を
自
己
の
内
容
と
し
て
限
定

せ
ん
と
す

る
要
求
に
基
づ
き
、
當
爲
的
存
在
と
し

て
自
己
を

明
哲

に
自
畳
す

る
こ
と

に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
超
越
的
普
遍
者
に
よ
る
否
定
的
肯
定
と
し
て
の
禮
駿
が
信
で
あ

る
。

て
の
膿
験
を
非
我
の
側
に
移
し
て
擬
人
的

に
超
越
者
の
慈
悲
ま
た
は
愛

に
よ

つ
て
與

へ
ら
れ
た
も

の
と
し
て
見

る
時
は
、
信

は
賜
物
ま
た
は
他
力
の
廻
向
と
し

て
受
け
と
ら
れ

る
の
で
あ

る
が
、
之
れ
を
自
我

の
ゲ

マ
イ

ン
シ
ャ
フ

.
ト
と
し
て
の
具
膿
的
普
遍
者

の
自
己
限
定

と
し
て
自
己
の
内
部
ま
た
は
生
命
の
根
源
か
ら
の
登
現
と
見
る
な
ら
ば
、

信
の
内
容
的
意
義
は
寧
ろ
、
自
己
が
本
來
の
自
己
の
面
目

に
還
元
し
た
こ
ど

、
な

る
の
で
あ

る
。

ア
ウ
グ

ス
チ

ヌ
ス

が

昌
o
鴇
o
(
b
Φ邑
《窪
)
と

く
o
.δ
(
ご
oσ
①
)
の
基
禮
的
意
味
に
於
て

$
。。σ
(
ω
o
ぎ
)
を
認
め
ぜ
自
己
の
存
在
を
生
き
て
居

る
こ
と

、
し

て
把
握

し
た
の
は
、
今

の
場
合
は
自
己
が
本
來
の
自
己
に
還

つ
た
と

い
ふ
確
信
、
若
し
く
は
自
己
が
超

越
性
を
含
ん
だ

と
い
ふ
明
哲
な

る
信
念
と
同

一
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
絶
甥
者
に
よ
る
否
定
的
肯
定
、
或
は
自
己
の
磯
展
.即
還
元
と
し
て
、
現
存
在

の
主
膿
性
を
信
す
る

こ
と
が
、
宗
教
的
實
存

の
特
質
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
前
述
の

「
知

る
」

こ
と
か
ら

「
な

る
」
こ
と

へ
の
必
然
的
登

展
、
或
は

「
知
る
」
と

「
な
る
」

と
を
結
び

つ
け

る
、
こ
れ
等

の
可
能
牲
の
根
基
と
し
て
の
信
は
、
縄
的
に
は
脱
膿

現
成
の
自
己
を

「
見
ろ
」

こ
と
に
外
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
見
る
自
己
も
見
ら
れ
る
自
己
も
な
く
、
絶
封
無

の
現
成
と
し
て
生
き
て
居

る
事
實

の
明
確
性
を
膿
験
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ

る
故
、
不
見
の
見
覧
ま
た
は
不
信
の
信

14



と
も
樗
ガ

べ
き

で
あ
ら
う
。
古
徳
は
之
れ
を

「
言
思
絶
腱
本
分
現
成
」

「
浮
裸
裸
孤
魑
遡
、
帥
是
如
來
眞
實
妙
相
」

「
見
知
絶
慮
脱
膿
現
成
」

「
直
廻
光
返
照
洞
然
明
白
、
正
慈
塑
時
、
自
己
清
浮
法
身
堂
堂
現
成
」

な
ど
と
示
し
て
居

る
。古

來
、
修
灘

の
爲

の
方
便
と
し
て
十
牛
圖
が
用
ひ
ら
れ
、
自
己
の
本
心
を
究
明
す
る
こ
と
を
牧
牛

の
法
に
響

へ
て

誘
引
し
て
居

る
の
で
あ

る
が
、
要
は
自
己
否
定

に
よ

つ
て
自
己
の
根
源
に
膣
達
し
、
自
己

に
還
蹄

す
る
こ
と
は
最

も

よ
く
現
實
的
の
實
践
的
行
爲

に
於
て
他
者
と

一
致

す
る
所
以
の
も
の
を
提
衡
…し
て
居
る
の
で
あ
る
。
墓
督
敏

に
て
は

信
智
愛
の
三
者
の
三
即

一
的
關
係
を
神

の
絶
封
愛
に
よ

つ
て
読
き
、
澤
土
眞
宗

に
在

つ
て
は
彌
陀

の
第

†
八
願

の
信

に
於
て
、
至
心

・
信
樂

・
欲
生

の
三
心
即

一
の
關
係
を
某
礎
づ
け

て
居
る
如
く
、
灘

の
見
性

に
在
り
て
は
信
智
行
の

三
契
機
の
統

佃
の
存
す

る
こ
と
、
ま
た
は
大
毘
盧
舎
那
沸

・
大
行
普
賢
菩
薩

・
大
曇
文
殊
菩
薩
の
三
聖

一
源
異
名
同

鐙

、

一
・即

三
事
理
圓
融
な
る
こ
と
を
看
取

せ
し

め
る
。
其
は
自
性
を
畳
了
し
て
入
々
本
よ
り
天
翼
を
圓
成
す
る
こ
と

を
知
れ
ば
、
直

に
佛
租
と

一
如

に
し

て
、
翼
澤
界
中
他
な
く
自
な
く
、
脱
膿
無
依
簑

宇
を
坐
,断
し
て
帥
時
に
凡
を
轄

じ

て
聖

に
入
り
、
萬
法
の
圭
と
な
る
こ
と
を
得
る
か
ら
で
あ
る
。
之
れ
を
自
心
を
見

る
と
も
、
ま
た
信
入
と
も
言

ふ
。

抜
隊
和
尚
語
録
に
(註
三
)
「
學
道
別
無
昌用
心
"、
直
須
レ見
昌窮
自
己
本
源
一、
不
レ拘
昌文
字
一、
看
看
即
今
見
聞
圭
、
是
什

塵
物
云
云
」
と
あ
り
、
臨
濟
灘
師
は

「
彌
欲
レ得
レ識
"租
佛
一塑
、
祇
禰
面
前
難
法
底
是
、
學

人
信
不
及
、
便
向
レ外
馳
求

云
云
」
・と
誠
し
て
居
る
。

ま
た
竺
倦
和
禽
語
録

に
は

「
佛
之
與
レ頑
同

一
人
髄

、
唯
見
性
耳
、
當
二見
性
時
一、
亦
無
昌所

牧

牛

に

つ

い
て

'

ノ

(四
)
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牧

牛

に

つ

い

て

(
五

)

見
一、
欲
レ得
レ見
無

所

見
一、
惟
在
ヨ先
從
昌信
入
一、
所
謂
信
是
道
源
、
功
徳
母
、
信
レ之
而
後
居
昌
一
切
一時
、

能
戯
捕
也
」

(
註
巴

と
言
ひ
、

い
つ
れ
も
工
夫
を
倣
し
て
當
人

の
自
己
心
佛
を
見
徹
す

べ
き
こ
と
を
勘
読
す
る
の
で
あ
る
。

由
楽
、
牛
駕
車

の
比
喩

が
用
ひ
ら
れ
、
牛
は
心
に
警

へ
車
は
法
に
讐

へ
ら
れ
て
居
る
。
以
て
心
外

に
法
な
く
法
外

に
心
な

く
、
心
法
隻
忘
し
て
行
解
相
鷹

に
達
す
る
こ
と
を
會
得
せ
し
め
ん
が
爲

で
あ
る
。
大
慧
灘
師
語
録
審
十
四
に

は

「
南
嶽

和
爾
道
『
讐
牛
駕
車
、
車
若

不
行
、
打
車
帥
是
、
打
牛
帥
是
、
馬
祀
聞
基
忽
然
大
悟
、
(
中
略
)
但
只
明
心

法
自
明
臭
、
但

只
打
牛
、
車
自
行
奥
云
云
」
と
あ
り
、
ま
た
心
性
が
屡

力
水
帖
牛
と
し
て
取
扱
は
れ
て
居

る
こ
と
は

何
人
も
知
る
と
こ
ろ
で

あ

る
。

古
入
は

「
牛
過

惣

橿
一尾
巴
爲
喝智

塑
一、
過

不
レ得
選
會
籔
、
只
箇

一
句
子
、
直
徹
者

稀
」
と

て
學
人

に
大
疑
團
を
起
さ
し
む

る
作
略
を
示
し
て
居

る
。

こ
の
場
合
の
窓
橿
は
眼
耳
鼻
舌
で
あ
り
、
尾
巴
の

過
と
は
悟
了
を
意
味
し
て
屠
る

(註
五
)
の
で
あ

る
が
、
灘
的
禮
験
の
信
ま
た
は
知
見
に
於
て
は
、

現
在
の
自
己
を
否

定
す
る
全
膣

的
自
己
が
畳
知
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
無

の
自
己
が
自
由
に
自
己
の
蓮
命
を
自
豊
し
、

從

つ
て
限
界
状
況
と
し

て
の
死
を
理
解
す
る
存
在
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か

く
の
如
き
意
味

に
於
て
、

「
只
於
昌心

路
絶
知
見
忘
慮
直

屡
去
」

或
は

「
急
須
下向
昌理
路
絶
心
機
忘
而
信
也
難
レ通
慮
一直
墾
し

更
に
ま

た
「
封
下如
昌自
断
レ首
詑

一時
節
亀、
當
・始
了
畢
一、
正
懲
慶
時
、

方
知
此
事
實
非
交

母
所
生
機
知
及
庭
"奥

云
云
」
な
ど

、
い
ふ
が
如
き
は
、

自

畳
存
在
が
そ
の
存
在
の
存
在
性
を
把
握
す
る
こ
と

に
よ

つ
て
、
自
己
の
本
來
的
な
る
全
燈
性
を
回
復
す

る
こ
と
を
語

つ
て
居

る
と
爲
す
べ
き
で
あ
る
。
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(
二
)

梁

山
の
廓
庵
則
公
灘
師

の
十
牛
圖
が
清
居
皓
昇
の
牧
牛
圖
、
及
び
自
得
悪
暉

の
六
牛
圖
な
ど

に
擬
し
て
作
ら
れ
た

も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
慈
遠

の

「
廓
庵
和
術
十
牛
圖
序
」

に
よ

つ
て
明
か
で
あ
る
が
、
佛
頂
國
師

の

「
十
牛
圖
説
」

に
よ
れ
ば
、
廓
庵
十
牛
圖
の
由
來
は
仰
山
慧
寂
に
登
す

る
も

の
と

せ
ら
れ
て
居

る
。
即
ち

避

「
仰

山

昔
見
昌人
問
γ灘

問
ツ撹

、

便

作

二

圓

相
一、
中

書

牛̀

字

一、

不
レ會

轟其

玄

旨
一則

還
同

兜

戯
一、

後

來
分
作
臨十
様

之
圖

一、
」
(註
六
)

義

堂

周
信

の

「
室
華
集
」

巻
十

三

「
伏

見

上
皇

御
府
所

藏

十
牛

圖
後

序
」

に

於

て

「
古

之
宿

徳
、

一
期

方
便

、
誘
昌引
初

機

隔、
作

鵤藪

牛
一以

爲
レ圖

、
有

嵩四
牛
,
者
一、
有
昌六
牛
.
渚
一、
有

十̀
牛
,
者
一、
今

見

行
レ世
者

、
猫

此
十
牛

圖

是
也
」

と

あ

る
を
以

て
見

れ
ば

、

四
牛

圖

も
存

し

た

る
も

の

、
如

く

で
あ

り

、
倫

ほ
異

種
類

の
も

の
も

二
三

を
歎

△
得

る
の

。

で

あ

る
(註
七
)。

從

容

庵
録

巻

第

二
第

三
十

二
則
仰

山

心
境

の
條

を

見

れ
ば

「
清

居
皓

昇
灘
師

、

牧
牛

圖

至
第

六
章

云
、
信

位
漸
熟

、
邪

境
畳
疎

、

錐
辮

浮
臓

、
如
創

利

泥

、
猶

存
鼻
索

、.
未

可

愚

信
、

故
白
黒

相

牛
、

(
中

略

)
至

十

二
章

人
位

本
察
、
身

心
無

著

、
得

失
浄
霊

、
玄

玄
道
路

、
蓬

無
分

別
、

向

上

一
句

、
擬

議
即

瞳
」

牧

牛

に

つ

い

て

(
六
)
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牧

牛

に

つ
い
て

(
七
)

と
あ
り
、
清
居
の
牧
牛
圖
は
十
二
牛
圖
な

め
し
こ
と
は
明
か
で
あ

る
。

(謎
八
)
勿
論

こ
の
圖
が
現
存
し
な

い
今
日

と

し
て
は
、
幾
分
疑
問
の
絵

地
が
あ

る
と
云
ふ
べ
き
で
は
あ
る
が
、

(註
九
)
機
根
の
熟
す
る
に
随

つ
て
牛

の
前
足
よ

り
次
第
に
白
牛
に
鍵
化
し
、
第
六
位

に
は
自

黒
相
牛
ば
し
、
途
に
は
人
牛
不
見

の
室
位
に
到

つ
て
終

つ
て
居
亡
も

の

'

と
思
は
れ
る
。

之
れ
に
封
し
て
自
得
暉
和
術

の
六
牛
圖
及
頚

の
要
鮎

は
、
呑
塞
師

の
註

記
に
從

つ
て
言

へ
ば
、
e
始
め
て
信
心
を

起
す
入
道
の
因
位
い(
牛
首

上

一
鮎
臼
)
◎
忽
爾
と
し
て
駿
明
し

て
心
に
敷
喜
を
生
す

(
牛
頭
登
自
)
㊦
漸

々
に
蕪
煉

し

て
智
慧
明
澤
な
れ
ど
も
、
未
だ
純

一
な

る
こ
と
能
は
す

(
將
臼
牛
身
)
⑳
更
に
妄
念
無
く
唯

一
眞
心
、
清
浮
湛
然

と
し
て
通
身
明
白
な
り
、
(㊤
心
法
墜
び
忘
じ
人
牛
倶

に
混
じ
て
唯

一
室
塞
た
り
㊨
命
根
断
す
る
慮
、
絶
後

に
再
び
甦

り
、
六
道

の
中

に
逡
蹄
し
て

「
塵

々
佛
事
庭

々
優
游
」
す

る
に
至
る
っ

餅

、

清
居
の
設
け
た
る
圖

に
よ
れ
ば
、
或
は
之
れ
を
塞
亡
に
落
ち
る
も
の
と
爲
し
、
或
は
ま
た
常
見

に
堕
す

る
も
の
と

見
ら
れ
、

い
つ
れ
に
し
て
も
灘
要
の
趣
意
を
誤
解
す
乃
の
憂
あ

る
に
鑑
み
、
自
得
は
絶
後
再
び
蘇
生
し
て
現
實

の
行

爲
的
自
己
に
於

て
自
在
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
旨
を
明
か
に
し
た
の
で
あ

る
。
是
れ
は
確
か
に
修
道
の
過
程
を
示
す

に
能
く
其
妙
義

に
合
し
た
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
廓
庵
は
更
に
之
れ
を
開
示
す
る
に
十
牛
を
以

て
し
、
淺

よ
り
深
に
至
る
順
序
を

一
層
詳
か

に
教
ふ
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
、
試

み
た
者

に
外
な
ら
な

い
。
今
、
爾
者

の
關
係
を

考
察
す
る
な
ら
ば
凡
そ
次
の
如
く
理
解

せ
●ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

書ε
○



廓

庵

+
牛

圖

⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

入 返 人 忘 騎 牧 得 見 見 尋

牛牛 牛 牛 跡

冒 冒

 

牛
脇
家

牛
存
人
ー

,

牛
倶
忘

本
還
源

塵
垂
手

自
得
六
牛
懸

①

信
心
萌
起
…
…
…
信

②

心
生
敷
喜
…
…
…
智

③

漸

な
蕪
煉

…

…
…

行

④

唯

=
呉
心

…
…

…
信

⑤

心
法
墜
忘
…
…
…
智

⑥

絶
後
再
甦
…
…
…
行

i

謹

要
す
る
に
、
自
己
が
盆
々
そ
の
根
抵
を
求
め
て
具
膣
的
と
な
り
、
現
實

の
眞
相
を
盆
々
明
か
に
せ
ん
と
す
る
自
畳

の

も

深

ま

り
行

く
過

程
を

藪

に
見

る

の
で
あ

る
が

、

こ
れ
が

暉

へ
の
道

と

し

て
理

解

せ
ら

れ

る
爲

に
は
、

却

つ
て
自

己
否

定

道

な

る

こ
と

を
注

意

せ

ね
ば
な

ら

ぬ
。
換

言

す
れ
ば

、

一
念

不
生

ま
た

は
無

心
を
追

尋
す

る

の
段

階

で
あ

る
。

こ

れ

即

ち

古
徳

の
偏

に

「
尋
レル
。
ハ牛

ヲ
須
γク
訪
レ.
跡
》

畳
㌧
ハ
道
ヲ
訪
}無

心
一、

跡
在

レ
ハ
牛
還

タ
在
リ
、
無

心
ナ
レ
ハ
道
易
レシ尋

己

シ

㈲

牧

牛

に

つ

い

て

(
八
)
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、

牧

牛

に

つ

い
て

(九
)

と
あ

る
所
以
で
あ

る
。
信
心
が
道

の
本
と
考

へ
ら
れ
る
は
、
既

に
信
が

一
種
の
中
立
態
度
の
意
識
と
し

て
の
無
心
で

あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
共
は
軍
な
る
無
心
で
は
な

く
、
何
ら
か
の
封
象
を
内
容
と
し
て
、
そ
れ
に
向
ふ
作
用
を

意
識

し
て
居
る
。
自
己
が
本
來
佛

で
あ

る
と
信
す
る
場
合
、
信
す
る
自
己
と
信
ぜ
ら
れ
る
自
己
と
が
依
然
存
す
る
。

こ
の
自
己
の
ノ

エ
マ
的
面
と
ノ

エ
シ
ス
的
面
と
を
圭
客
合

一
の
根
本

へ
還
源
し
て
、
自
己
の
存
在

の
存
在
性
す
な
は

ち
存
在
論
的
根
擦
を
自
畳
し
や
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
尋
牛

の
理
由
が
あ

る
と
共
に
、
信
が
智

へ
、
或
は

諺
彗
9
日
ー

魯

か
ら

ω
。冨
ロ
窪

に
進
む

べ
き
道
途
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
他
力
安
心
の
信
の
場
合
は
、
信
が
絶
封
他
者
と
し
て
の
客
膣

か
ら
與

へ
ら
る

、
が
故

に
、
圭
客
合

一
の
根

本
を
客
観
化
の
方
向
に
次
元
を
高
め
て
行
く
の
で
あ

る
が
、
修
灘
の
揚
合

の
信
は
之
れ
を
圭
観
化
の
方
向

に
衣
元
を

深
め
て
、
現
實

の
自
己
を
限
定
す
る
具
膿
的
普
遍
者
を
自
己
の
表
現
ま

た
は
行
爲
を
通
じ
て
自
畳
せ
ん
と
す
る
故
、

絶
封
者
の
自
己
否
定
的
肯
定
と
し
て
の
理
解
を
直
畳
的

に
帥
物
的
に
膿
験
す
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
。

そ
れ
は
客
観

的
な
る
も
の
を
悉
く
没

入
せ
し
む
る
絶
封
無

の
自
畳

で
あ
り
、
無
と
な

つ
て
自
己
自
身

を
見
、
見
る
も
の
そ
れ
自
身

と
な

つ
た
自
己
で
あ

る
。
か
く
の
如
く
眞
實

に
自
己
を
知

る
も
の
は
脱
自
的

の
自
己
で
あ
り
、
其
は
行
爲
ま
た
は
表

現
的

に
他
の
多

く
の
人
格
的
存
在

の
中
、
ま
た
は
歴
史
的
磯
展
の
中
に
於
て
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
直

畳
的
普
遍
者
の
自
己
限
定
と
し
て
信
智
行

の
循
環
的
統

一
作
用
は
無
限
に
展
開
せ
ら
れ
る
。

「
十
牛
訣
」
に
読
く
如
く
、
第
四
得
牛
及
び
第
五
牧
牛
の
段

に
於
て
、
昏
散
の
二
病

の
荒
牛
を
調
治
し
て
第
六
騎
牛
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蹄
家

に
至
つ
て
随
順
修
行
無
心
を
得
る
の
で
あ
る
。
能

得
の
人
も
所
得
の
牛
も
共
に
無

心
で
あ
る
α
し
か
し
無
心
を

詮
得
す
れ
ば
無

心
に
住
せ
す
、
萬
事
休
息
し
て
所
詣

の
地
に
赴

る
の
で
あ
る
。
第
七
忘
牛
存
人

(
到
家
忘
牛
)
は
そ

の
極
謹
で
あ
り
、
擾
謹
無
得
と
樽
せ
ら
れ
る
。
即
ち
所
謹

の
牛

さ

へ
も
忘
れ
去
つ
て
迷
悟
全

一
ま
た
は
不
二
の
法
に

達
す
る
を

い
ふ
。
故

に
四
土
不
二
寂
光

の
家

に
到
5,
三
身
帥

一
の
法
身
人
と

い
ひ
、

「
絶
學
無
爲
療
謹
の
人
無
事
な

り
」
と
云
つ
て
無
爲
無
作
の
意
義
を
表
は
し
、
更

に
修
謹
す

べ
き
も
の
な
き
極
謹
位
を
示
す

の
で
あ

る
。
第
八
人
牛

倶
忘
は
直
指
人
心
の
端
的
で
あ
り
、
・本
地
の
風
光
本
來

の
面
目
で
あ

る
。
所
謂
藪

に
絶
封
否
定
的
肯
定

の
自
己
が
存

す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
第
七
と
相
望
し
て
死
活
を
論

す
れ
ば
、
第
七
は
死

に
し
て
第
八
は
活

で
あ

る
。
然
し
ま
た

之
れ
を
次
の
第
九
位
と
相
望
し
て
論
す
れ
ば
、
第
八
は
死

に
し
て
第
九
は
活
で
あ

る
。
帥
ち
第
八
は
山
河
大
地
を
轄

じ

て
自
己

に
蹄
す

る
も
、
未
だ
自
己
を
轄
じ

て
山
河
大
地
に
蹄

せ
ざ

る
位

で
あ

る
。
第
九
は
實

に
無
住
の
本
源

に
通

達
し
て
悟
了
同
未
悟
、
世
法
佛
法
の
別
な
く
、
本
來
清
浮

一
塵
を
受
け
ざ
る
境
地
を
表
は
し
て
居
る
。
第
十
は
大
機

大
用
を
以
て
往

々
化
物
威

々
利
生
、
す
な
は
ち
和
光
同
塵

の
化
他
行
で
あ
り
、
謂
ゆ

る
庵
中
に
は
庵
前

の
物
を
見
す

と

い
ふ
謹
遁
圓
満
極
足
の
模
様
に
外
な
ら
な

い
。

,

大
慧
目
く

「
即
心
是
佛
佛
不
遠
人
、
無
心
是
道
遣
非
物
外
、

三
世
諸
佛
只
以
此
心
読
法
、
只
以
此
遣
度
生
」

「
祀
師
遣
、
通
達
本
法
心
、
無

法
無
非
法
、
悟
了
同
未
悟
、
無
心
亦
無
法
、
既
無
心
叉
無
法
、
却
喚
甚
慶
作
本
法
、

本
法
叉
作
壌
生
通
達
」
(註
一
〇
)

牧

牛

に

つ

い
て

(
一
〇
)
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牧

牛

に

つ

い

て

(
一
一
)

ま

た
大
畳

輝
師

は

「
惟
是
從
レ淺

至
レ深
因
y漸

入
ワ頓

、

但

於
呂紛
擾

之
時

一、

看
昌紛
擾

之
念

自
レ何

而
起

一、

傍
將
昌紛

擾

之

心
一究
単彼

紛
擾

之
庭
倒、
究
レ之

至
豊絶
究

之
地

輔、

紛
擾

之
境

本
塞
」
(註
一
こ
と
説
き

、
眞

際

元
來
廓

落
と

し

て
封
彊

を

絶
す

る
庭

に
於

て
、

一
頭

の
水

粘
牛

を
捜

き
將

ち
回

る

べ
き

こ
と
を

垂

示
し

て
居

る
。
(註
=
一)

(
三
)

十
牛

訣

に
は

「
大

凡
尋

牛

以

至
鵠入
塵

垂
手
鱒柁

泥
帯

水
馬

示
並笙
蹄

'而

已
、
錐
レ然

如
レ是
廓

庵

和

街

老
婆

心
切

曲
爲

二

中

下
之
流

一、

張
作
昌
一
途
模
様

一云
也
」

と

い
ひ

、

察
華
集

に
は

「
此
十
者

蓋
皆

其
影

跡
、
未

〆爲
昌全
牛

一(
中
略

)
所
謂

露
地
臼

牛

不
ゲ待
レ披
レ圖
(
中
略

)
露
適

迫

地
夷
」

と
評

し

て
居

る
。
荷

ほ
十

牛
圖

に

つ
い
て

の
批
評

及
び
頚

に
し

て
、

絵

り

知
ら

れ

て
居

な

い
も

の
を
若

干
屡
考

の
た
め

に
列
墨

し

て
見

や
う

。

絶
海

中
津

語
録

巻

下

「
鷹

永

二
年
、

一
日
太
相

國

依
昌十
牛

圖
一請

昌盆
宗

旨
一、
師

云
、

宗
門
直

指

之
旨

非

紙

墨
言

説

所
7能

也
、
然

古
徳

十
牛

之

設
、

爲
靹中

下
機

一強

立
下無
昌途
轍

一中

之
途
轍
上、
而

顯
昌無

功
用

之
功
用

一也

、
(
中

略

)
此
是

相

公

自
巳
本

地
風
光

、
非

從

レ人
得
一、
得

後

只
是

叩
レ門

琵
子

而

已

云
々
」

佛

頂
國
師

十
牛

圖

説

「
今

虚
頭

麗
者

、

只
貴

二

超
直

人
之

読
一而

不
γ喜
レ立

曲̀
折

程
限

一、

以
レ故

言

則
似
レ高

而
行

同

噌瓦

夫

一、

何
其
錯

哉
、
(
中

略

)
如

上
施
設

可
レ謂
傷

慈
也

、
錐

然
與
嬢

、

語
昌其

功
用

一則
未

畠始

不
ワ異

、

論

昌其

圓
相

一則

未

}始

不
7同
、

自

其

同
者

一見
レ之
、

十
様

程
限
未

量曾

妨
昌
一
法
圓
通

一、
自

其̀

異
者

一見
レ之
、

一
法
圓

通

量
翅

作
昌十
様

程

限

、
若
有

眞

大

丈
夫

軸、

打
二破

十
箇

圓

相

一、
打

"穀

藪
蹄

畜
生

一、
赤

椛

踵

地
、
跳

來

不

唯

廓

庵

慷

羅

而
去

一、

山
信

亦

22



郷
γ筆

一
笑
云
々
」

。

溝
川
天
寧
則
麗
師

只

前
賂

)
人
牛

不
見
、

正
是
月
明
時
、
世
以
藤
語
爲
詞
、
意
句
圓
美
、
無
出
此
右
、
或
畿
其
徒

,
以

不
正
之
聲
、
混
傷
宗
敏
、
然
有
樂
干
謳
吟
、
則
因
而
見
道
、
亦

不
失
爲
轟
巧
方
便
随
機
設
化
之

一
端
耳
L

無
磯
鑑
輝
師
牧
牛
頚
自
序

「
(
前
略
)
鯛
砕
銀
山
鐵
壁
、
安
居
折
脚
錨
下
、
柴
門
谷
口
雲
深
、
篇
々
玉
鑑
涌
秋
、
姻

畑
氷
壼
硬
月
、
梁
山
慣
愛
揚
家
醜
、
始
信
南
泉
喚
作
牛
」

龍
漱
周
澤

「
随
得
集
」
十
牛

(
但
し
忘
午
存
人
を
鉄

く
)

(
尋
牛
)

分
明
聞
レ有
L

頭
牛

一、
若
不
レ蓬
レ渠
誓
不
レ休
、
難
北
難
南
無
輔覧

庭
一、
夕
陽
西
去
水
東
流
、

(
見
跡
)

自
信
古
人
牛
作
レ宗
、
忽
然
認
得
四
蹄
躍
、
不
レ知
芳
草
春
風
外
へ

正
在
三郊
雲
第
幾
重
一、

(
見
牛
)

無
邊
紹
景
満
昌林
蠣
一、
柳
緑
花
紅
叉
青
青
、
蹄
角
鼻
巴
藏
不
レ得
、
戴
松
於
レ此
書
難
星形
、

(
得
牛
)

端
昌鑑
求
心
一神
亦
鑑
、
量
知
今

日
自
相
牽
、
若
能
未
レ得
純

和
去
輔,
牢
把
レ縄
今
痛
著
レ鞭
、

(
牧
牛
)

這
邊
牧
了
叉
那
邊
、
不
レ放
昌縄
頭
鞠不
レ捨
レ鞭
、
恐
犯
二國
王
苗
稼
一去
、
令
ミ人
幾
度
憶
亀南
泉
噌、

(
騎
牛
蹄
家
)

飽
臥
呂李
原
一睡

正
酎
、
自
催
昌蹄
興
一出
煙
嵐
、
横
昌身
背
上
一將
"尭

笛
一、

一
曲
還
蹄
吹
再
三
、

(
人
牛
倶
忘
)

本
無
昌世
界
及
衆
生
「
、
貴
有
単入

牛
更
可
づ名
、
消
息
審
時
消
息
子
、
轟
光
登
越
自
圓
明
、

(
返

本
還
源
)

返
レ本
還
レ源
擬
且
慾
、
大
人
境
界
與
レ誰
談
、
山
花
籏

々
開
如
レ錦
、
醐
水
澄

々
湛
似
レ藍

、

(
入
團
垂
手
)

柴
門
深
閉
幾
脛
レ年
、
策
レ杖
提
レ瓢
入
昌市
麟
'、
搾
り得

通
身
一混
昌泥
水
"、
誰
知
脚
下
有
唱青
天
一、

牧

牛

に

つ

い
て

'

(
三

)
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教

牛

に

つ

い
て

(
一
三
)

因
み
に
増

一
阿
含
経
放
牛
品
に

「
若
し
放
牛
兇

(
O
。
で
巴
舞
p
)
に
し
て
十

一
法
を
成
就
せ
ば
、
牛
群
絡

に
長
盆
せ

す
、
亦
復
其

の
牛
を
將
護
す
る
こ
と
能
は
じ
」
と
言
ひ
、
大
智
度
論

巻
二

(
初
品
第
四
)
に
も
此

の
放
牛

の
秘
法

(

十

一
法
)
を
同
様

に
読
い
て
居
る
。
共

は
帥
ち

、

①
色
を
知
る
②
相
を
知

る
③
刮
刷
を
知
る
④
覆
瘡

を
知

る
⑤
作
姻
を
知

る
⑥
好
遣
を
如

る
⑦
牛

の
所
宜

の
慮
を
知

る

⑧
好
く
度
濟
す
る
こ
と
を
知
る
⑨
安
隠

の
腱
を
知
る
⑩
乳
を
留
む
る
こ
と
を
知
る
⑪
養
牛

の
圭
を
知
る
(註
一
三
)。
而

し
て

「
比
丘
も
亦
是
の
如

く
十

一
の
法
を
知
ら
ば
能

く
善
法
を
増
長

せ
ん
」
と
説
い
て
居

る
が
、
色
を
知
る
と
は
黒

と
臼
と
雑
色
と
を
別

つ
こ
と
で

一
切
の
色

法
は
四
大
所
造
な
り
と
知
る
に
讐

へ
た
の
で
あ
る
。
相
を
解
す
る
は
吉
不

吉

の
相
を
識

る
こ
と
で
、
智
人
と
愚
者
と
を
見
分

け
る
に
響

へ
、
刮
刷
は
諸
鍛

の
害
を
除
く
こ
と
、
悪
邪
畳
観

を
除

い
て
安
隠

な
る
に
比
し
、
覆
瘡
は
牛
を
衣
ま
た
は
草
葉
を
以

て
覆
ひ
蚊
嫡

の
害
を
除
く
こ
と
、
之
れ
は

正
観
の
法
を

念
じ
て
貧
…瞑
等

の
害
を
防
ぐ
に
比
し
た
の
で
あ

る
。
放
煙
或
は
作
煙
は
牛
が
煙
を
見
て
屋
舎

に
蹄

る
如

く
、
説
法
に

よ

つ
て
衆
生
を
無
我

。
實
相

・
塞
の
含
中

に
入
ら
し
む

る
こ
と
、
道
を
知
る
と
は
牛
の
往
來
す
る
渣

の
好
悪
を
知
る

こ
と
で
、
浬
桀

に
至
る
八
聖
道
を
知
る
に
讐

へ
て
居

る
。
所
宜
の
腱
は
能
く
蕃

息
し
て
少
病
な
ら
し
め
る
こ
と
、
佛

法
を
説
く
時
、
清
浮
の
法
喜
を
得
て
善
根
壇
盛
す

る
を

云
ふ
。
好
度
濟
は
易
く
入
り
易

く
渡

る
庭
を
知
る
こ
と
、
人

を

し
て
安
隙

に
度
を
得

せ
し
む
。
安
隈
…は
塘

一
阿
含
で
は
第

七
に
配
し
て
居

る
が
、
所
住
の
慮
安
全
な
る
を
云
ふ
即

ち

西
念
庭
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
留
乳

は
増

一
阿
含

に
は
不
留
遺
鹸
と
い
ふ
。
憤
母
が
残
乳
を
留
む

る
如

く
、
布
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施
を
受
く
る
に
節
量
す
る
こ
と
。
養
牛
の
圭
を
知
る
と
は
大
憤
牛
を
護
り
牛
群
を
守
ら
し
む
る
如

く
、
衆
僑
中
の
威

徳

あ
る
人
を
奪
敬
し
て
佛
法
を
護
盆
し
外
道
を
擢
伏

せ
し
む
る
に
讐

へ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
外
増

一
阿
含
巻
四
十
八
禮
三
寳
品

に
は
三
寳
を
禮
す
る
に
十

一
法
あ
る
こ
と
を
説
き
、
遺
敏
経

に
は
五
欲
を

制
す

る
こ
と
を
牧
牛

に
讐

へ
て
あ
る
。
ま
た
暉
門
の
租
師

に
し
て
牧
牛
を
心
の
修
練

に
托
し
て
諸
種
の
敏
誠
を
垂
れ

水
粘
牛

の
公
案

を
墨
示
し
た
る
の
例
は
甚
だ
多

い
。
尚

ほ
ま
た
雑
阿
含
纏
中
の
失
牛
経

に
は

「
農
朝

に
牛
を
買
ひ

て

未
だ
そ
の
償
を
償

は
ざ
る
に
帥
日
牛
を
失
ひ
て
六
日
見
ざ
り
き
」
と
去

ひ
、
寛
に
世
奪

の
説
法
に
よ

つ
て
阿
羅
漢
を

得
た
る
婆
羅
門
の
話
を
載
せ
て
居

る
。
か
く
の
如
く
考
察
し
來
れ
ば
、
こ
れ
等
の
事
を
因
由
と
し

て
後
代
の
十
牛
圖

乃

至
六
牛
圖
が
案
出
せ
ら
る

～
に
至
ゲ
た
る
こ
と
は
、
容
易

に
推
測
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
既

に
之
れ
を
認
容
し

て
居

る
人
も
少
く
な

い
や
う
で
あ
る
9

.

而
し
て
、
斯

か
る
施
設
機
巧
は
少
し
も
敏
家
の
読
相
先
揮

ぶ
と
こ
ろ
な
く
、
暉
門
の
理
趣

に
契
は
ざ
る
如
く
に
威

ぜ
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
必
す
し
も
然
ら
ざ
る
所
以
は
全
く
慈
遠

の
序

に
於

て
揚
言
せ
ら
れ

て
居

る
通
b
で
あ

る
。
(註
一
四
)

辱

昭
和
一
七
、
七
、
一
五

註

θ

O
塁

欝

葛

・
<
o
日

≦

冨
ゆ
o
質

山
o
。・
2

け
ぼ

乱

鴇
①
β
ψ
幽
国

騨
℃
謬
巴

メ

ー

しo
●諺

,,

,

㊤

前
掲
書
第

+

一
章

に
は

「
信
仰

は
す
べ

て
の
知
り
得

る
も
の
を
自
ら

の
内

に
把
握
し
、
認
識

は
信
仰

の
展
開

に
過
ぎ
な

い
。
認
識

は
信
仰

に

よ

つ
て
導

か
れ
、
信
仰
は
認
識

に
よ

つ
て
掘
充

せ
ら
れ
る
」

と
言

つ
て
居

る
。

.

.

牧

牛

に

つ

い

て

(
一
四
)



牧

牛

に

っ

い

て

(
一
五
)

㊦

巻
五
、
「
寄

呂護
國
眞
長
老

こ
の
條
。

・

⑭

巻
下
之
下

「
與
二
飯
尾
殿
先
畳

居
士
一書

」
の
條

、

㊥

或
日
、

一
切

之
藁
窟
是
窓
揺

、
機
離
ゾ
位
喩
昌尾

巴
之
過

一
(
購
山
裁
隊

和
街
語
録
)

㊨

佛
頂
器

語
鎌
喬

、
因

み
に
仰

山
は
耽
源
贋

吉

側

相
九

+
七
個

の
相
承
を
傳

へ
た

と

い
ひ
、
圓

相
中

に
牛

の
審

書
す
る

は
、
警

の
機
用
を
表

は
す

に
用

ひ
る
と
稽

せ
ら
れ
る
。

(
人
天
眼
目
臆
説
巻
中

)

㊤

白
石
虎
月
師

輝

宗
編
年
史
」

二

〇
頁
及

二
五
四
頁
参

照
、
ま
た
柴

山
全
慶
師

「
+
牛
圖
」

(
輝
叢
書

)
に
は
廓
庵

+
牛
圖

と
普
明

の
牧

牛
圖
及
び
白
牛
∴
圃
の
三
者

κ
つ
い
て
詳
細
な
る
比
較

研
究
が
爲

さ
れ

て
居
り
、
そ
れ
等

の
思
想
的
特
徴
も
明
か

に
せ
ら
れ
て
居

る
。

⑳

然

る
に
町
元
呑
空
師

は
廓
庵

+
牛
闘

の
冠
註

に
於

て
、
滴
居

の
六
牛
圖

の
不
完

の
塵
を
補
充

し
て
成
れ

る
も
の
が
自
得
暉

の
六
牛
圖
な

る
か

の
如
く
に
評

し
て
居

る
。

.

も

ま
た
鈴
木
大
拙
博
士
も
圓

相
を
以
て
終

る
六
牛
圏

を
清
居

の
も

の
と
推
定
し

て
居
ら
れ

る
。

(国
mい
四
団
㎝
ぎ

N
①
p

bd
賃
負
島
げ
一ωヨ
.
囲
・
や
こ。
α劇
)

⑳

慈

遠

の
序

に
よ
れ
ば
、

「
乃
至
人
牛

不
見
故
標
二
心
法
隻
亡
一
其
理
也

巳
鑑
二
根
源

一其
法
也
樹
存
三
沙
笠
一
云
々
」
と
言
ひ
、

心
法
隻
亡

の
虎

に

於
て
渉

笠

の
み
荷

ほ
弛

ち
置

か
れ
た
る
圓

と
な

つ
て
居
る
や
う

に
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
し

か
し
、
清
居

の
牧
牛
圖

は
最
後

が
圓

相
で

あ
る
と

い
ふ
考

を
以
て
此
の
丈
句
を
判
讃
す
れ
ば
、

「
其
理
也
巳
審
根
源

其
法
也
伺
存
乱
沙
笠
」

と

い
ふ
虎

は
忘
牛
存
人

の
段
に
相
當

↓
、

そ

の
次

に
乃
至
人
牛

不
見

の
句
が
來

る
べ
き
順
序
で
あ
ら

ね
ば
な
ら

ぬ
と
思

ふ

の
で
あ
る
。

い
つ
れ

に
し
て
も
此

の

一
丈

は
非
常

に
問

題
で

あ
る
。

①

大
慧

普
愚
鑑
陣
師

語
録
巻

二

㊥

大
畳
騨
師
語

録
巻

下

「
示
澤
業
上
人
」
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.

メ

㊥
、㊤㊨

夢

窓
國

師

語

銀

巻

上

「
上
堂

、
暴

、
.
漁

山

間

二癩

安

一、

汝

+
,二
時

中

當

何

所
〆
務

、

安

云

、

牧

レ
牛

、

山

云
、

汝

作
歴

生
牧

、

安

云

、

輔
回

入

ソ
草

去

、
器

鼻

撹

將

回
、

山

云
、

汝
虞

牧

牛

也

云

々
」

の
條

蓼

照

あ

る

ぺ
し

。

櫓

一
阿
含

で

は
⑥
好

道

を
知

る

の
代

り

に
、

「
良

田

茂

草

の
虎

を
知

ら
ず

」

と

云

ふ
。

⑪

養

牛

の
主

を

知

る

は

、
「
時

に
随

つ
て
將
護

せ
ず

」

と

な

つ
て
居

る
。

大

論

に
比

す

れ

ば
、

順

序

そ

の
他

に
多

少

の
相

違

あ

る
も

,

先

づ

岡

一
内

容

と
見

て

よ

い
。

'

こ

の
こ

と

に
就

い
て

は
鈴

木

大
拙

博

士

も
前

掲

の
書

に
於

て
解

朋

せ
ら

れ

て
居

る

。
.
そ

の

鴫
節

に
曰
く

、

塁

Φ
8

巳

品

。
h
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い
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・
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§
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ぴq
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言

ぎ

げ
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富

・
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h
語

§

書

喜

門・
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ξ

ξ

』

冨

2

。・
巳

巨

創
§
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二

琵
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邑
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・

更
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隠
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食
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ゲ
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Φ
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ω
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箒

尋

8
・
.・.…

・
:
…

N
①
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幽
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h
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ザ
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謡
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げ
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h
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量
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露
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身

舞
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鼠
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巴

二

ω

爵
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。
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」

§
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g

翫

臼

①

菖
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冨

登
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巳
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§

Φ
三

二

・。
8

鼠

創
。
Na
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夢

巴

お
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"
搾

σq
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。・
8

二
6

巳

巳

9
巴
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昌

9

げ
・
9
2

びq
暮
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剛
讐

巴
一
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8

。
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